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研究成果の概要（和文）：看護師および高齢者を対象にオーラル・フレイルの実態調査を行い、入院患者のオー
ラル・フレイル予防のためのアセスメント指標とともにオーラル・フレイル予防の人材育成のための教育プログ
ラムを開発した。本研究より、入院患者には入院決定時から、かかりつけ歯科医院と連携を通じて、オーラル・
フレイルの予防に向けた指導が必要であると考えられた。また、歯科との連携のもと、病棟看護師は、入院患者
に対して、口腔状態の把握ならびにオーラル・フレイルのアセスメントを行い、早期に適切な対応を行うととも
に、看護職へのオーラル・フレイルのアセスメントや対応に関する指導を行う必要があると考えられた。

研究成果の概要（英文）：We conducted a survey on Oral and Frailty conditions for Hospital nurses and
 the elderly, and developed an educational program for fostering human resources for Oral and 
Frailty prevention as well as assessment indicators for the prevention of Oral and Frailty 
inpatients. 
In this study, When it was decided to be hospitalized, it was considered necessary to provide 
guidance for the prevention of Oral and Frailty in inpatients through cooperation with the primary 
dental clinic. In addition, in cooperation with dental stuff, Hospital nurses need to grasp the oral
 condition and assess Oral and Frailty of inpatients and take appropriate measures promptly. In 
addition, it was considered necessary for dentists to provide nursing staff with guidance on Oral 
and Frailty assessment and treatment.

研究分野： 歯科衛生学

キーワード： オーラル・フレイル　高齢入院患者　歯科衛生介入　長期SPT患者　高齢者　オーラル・フレイルアセス
メント　歯科衛生士教育　人材育成

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
高齢入院患者のオーラル・フレイル包括的スクリーニング指標の開発により、高齢入院患者のオーラル・フレイ
ルの実態に基づいた病態や療養環境に相応した知識の体系化と教育法を確立できる。歯科衛生士を中心とした入
院患者のオーラル・フレイル予防指導の担い手を増やし、将来的には、オーラル・フレイルの早期発見・早期対
応が入院患者の保健医療にどのような影響をもたらすかについて、臨床指標やQOL、費用など多様な側面から患
者成果を評価し、その価値を高めていく事が期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 75 歳以上の後期高齢者は増加の一途をたどり、2025 年には人口の 20% を占めると予測さ
れている。また、後期高齢者における要介護の１位は老衰(フレイル)であり、Frailty に陥った
高齢者を早期に発見し、適切な介入をすることにより、生活機能の維持・向上を図ることがで
きると考えられている(荒井、2014)。「オーラル・フレイル」はフレイルによる口腔の虚弱化(口
腔機能の低下)から始まり、食生活不活性による低栄養、予見できる摂食時の不具合や誤嚥性肺
炎、ならびにサルコペニア(筋減弱症)による嚥下障害へと負の連鎖に陥りやすく、さらには、
経口摂取が困難となり、健康寿命の短縮に繋がりやすい。このため、地域包括ケアで支える「食
べる」機能の維持向上に向けて、オーラル・フレイルの概念を地域への啓発活動とともに、医
科・歯科・栄養との連携を図り適切な介入をすることの重要性が示されており、歯科の役割が
期待されている。 
 入院患者においては看護必要度の評価をもとに、適切なケアが提供されている。しかしなが
ら、看護必要度の評価者研修前後のアセスメント能力においては、患者の日常生活動作(ADL:
寝返り、口腔ケア、食事摂取など)に関する項目は正解率が低いことが報告されていることから
(東野、2007)、判定者間でのアセスメント能力の差があることが予測される。各評価項目にお
いて評価基準が示されているなかで、「口腔ケア」の項目の定義は、患者のセルフケア能力から
介助の必要性を判断するものとなっている。しかしながら、口腔ケアで要介助になる患者の多
くは、誤嚥のリスクが高いことや、ケアへの協力が得られずに効率的に行えないなどの問題を
抱えている。 
 平成 28 年度の診療報酬改訂においては、医療機能に応じた入院医療の評価が見直され、「一
般病棟用の重症度・医療・看護必要度」の一部の評価項目においては、評価対象の処置・介助
の実施者は、病棟の看護師に限定されず、看護師以外の職種がそれぞれの業務範囲内で実施し
た処置・介助等の評価が可能となった。 
 
２．研究の目的 
 フレイルは主に、地域高齢者を対象にした研究や介入に対する効果は報告されているが、本
研究では、高齢入院患者を対象に、加療に伴う安静、栄養摂取方法の変更、口腔機能管理の状
況によって生じるフレイルやオーラル・フレイルからサルコペニアへの進行の影響を検証し、
ベットサイドでも簡便にオーラル・フレイルの評価可能なスクリニーング指標を開発すること
を目的とした。 
 
３．研究の方法 
 事前に当大学の倫理委員会に申請をおこない了承を得た上で研究を開始した。 
(1). オーラル・フレイルの実態に関する調査(医療職) 
 関東地区・福岡県・大阪府・東北地区の急性期・回復期および慢性期病院に勤務する看護師
を対象に、質問紙郵送法による実態調査を行った。高齢入院患者の看護必要度の「口腔ケア」
ならびに「食事介助」の評価および介助の状況、入院高齢者のフレイルならびにオーラル・フ
レイルの認識状況、口腔機能と提供される栄養摂取方法の選択基準、ケアの提供状況、施設内
での看護ケア実施体制、患者の看護および歯科衛生上の問題、オーラル・フレイルを認めた患
者が必要としている支援の状況についての現状を把握した。 
(2). 高齢者のオーラル・フレイルの実態調査 
 調査協力の承諾が得られた急性期病院の入院患者、65 歳以上の長期 SPT 患者、地域の健康
イベントの参加者ならびに入院患者を対象に行い、身体機能測定、口腔診査、口腔機能および
生活状況の等の調査をした。 
(3). 「オーラル・フレイルのアセスメント」の教育プログラムの開発と教育の実践 
 オーラル・フレイルの実態調査の結果に基づいて、歯科衛生士学生を対象とした「オーラル・
フレイルのアセスメント」に関する教育プログラムを開発し、某歯科衛生士養成機関の学生を
対象にオーラル・フレイルのアセスメントに関する講義および実習を実施した。 

 
４．研究成果 
(1). オーラル・フレイルの実態に関する調査(医療職)および高齢者のオーラル・フレイルの実

態調査 
 BMI の目標範囲に満たないものが SPT 患者 80％、健康イベント参加者 16.7％、入院患者
57.1％であり、低栄養が疑われた。口腔機能においては、３つの被験者間で、最大舌圧を比
較したところ、入院患者（30.3±3.5kPa）、健康イベント参加者（28.8±7.6kPa）SPT 患者(26.9
±9.2kPa)であり、30kPa 未満の低舌圧の者が入院患者 33.3％、健康イベント参加者 54.6％、
SPT 患者で 65.2％であり、SPT 患者の 21.7％は 20kPa 未満であった。残存歯数は、SPT 患者
25.5±4.8 歯、健康イベント参加者 24.3±8.6 歯、入院患者 4.8±2.1 歯であった。SPT 患者
において、口腔機能に関する項目は対象者の半数以上の者が機能低下に該当する結果であっ
た。これらの結果から、高齢者においては歯科受診でのＳＰＴで受診した際に、歯科衛生士
が歯周病の変化に加えて体重、生活環境の変化、口唇の閉鎖などに視点を向けることでオー
ラル・フレイル予防の対応が可能となり、早期の段階でフレイル予防および介護予防に貢献
できる可能性が示唆された。高齢入院患者においては、入院時より、う蝕や歯周病などの歯



科疾患ならびに口腔機能低下が疑われる患者が多く観察されることが示された。入院患者の
療養に伴う、活動性の低下により、フレイルからサルコペニアへの進行を予防するためには、
入院決定時より、かかりつけ歯科医院と連携を通じて、入院予定の患者には入院までに可能
な歯科疾患の治療やオーラル・フレイルの予防に向けた指導が必要であると考えられた。入
院時においては、院内または院外の歯科と連携のもと、病棟看護師により、口腔状態の把握
ならびにオーラル・フレイルのアセスメントを行い、早期に適切な対応を行うとともに、看
護職へのオーラル・フレイルのアセスメントや対応に関する指導を行う必要があると考えら
れた。 

(2). 「オーラル・フレイルのアセスメント」の教育プログラムの開発と教育の実践 
 歯科衛生士学生を対象としたフレイル某歯科衛生士養成機関の歯科衛生士学生を対象に、
フレイルおよびオーラル・フレイルに関する基礎知識を学修する講義とともに、フレイルお
よびオーラル・フレイルのアセスメント方法を修得するため実習を行うことにより、学生自
身の運動習慣、食生活および人との関わり方などについての現状を知る機会を得ることがで
き、自身の健康管理の重要性の気付きを与えることができた。診療報酬改訂に伴い、今後、
「口腔ケア」に関する看護必要度については歯科医師の指示のもと、歯科衛生士による口腔
ケアのリスクを含めた評価が可能となり、歯科衛生士が適切な評価に基づいた「口腔ケア」
の介助あるいは、病棟看護師への口腔ケア指導を行う機会が増加することが予測される。本
教育プログラムを普及することにより、歯科医師の指示のもと、のみならず、地域において、
多職種連携を通じて、歯科衛生士が、病院および地域のコミュニティーセンターなどでフレ
イルならびに介護予防に貢献できることが期待できる。 
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在宅歯科医療に求められる歯科衛生士の口腔機能管理

歯科衛生士が行う口腔咽頭吸引

 １．発表者名

 １．発表者名

星野由美

星野由美



2019年

〔図書〕　計5件

2017年

2017年

2017年

〔産業財産権〕

〔その他〕

－

 ２．出版社

 ２．出版社

医歯薬出版

口腔保健協会

朝倉書店

125

168

512

食と微生物の事典

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 ２．発表標題

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

高齢者への戦略的歯科治療

咀嚼の本 2

北村知昭、藤井航 編：中道敦子

日本咀嚼学会　編：後藤崇晴，中道敦子，市川哲雄

北本勝ひこ、春田伸、丸山潤一、後藤慶一、尾花望、斉藤勝晴　編：飯田貴俊

 ２．出版社

日本歯科衛生学会第14回学術大会（招待講演）
 ３．学会等名

溝部潤子、星野由美、中道敦子
 １．発表者名

 ４．発表年

歯周病安定期治療(SPT)受診者のオーラルフレイルの考察 スクリーニング法構築にむけて



６．研究組織

研
究
分
担
者

片岡　あい子

(Kataoka Aiko)

(30413149)

神奈川歯科大学短期大学部・その他部局等・准教授

(42713)

研
究
分
担
者

吉本　夢

(Yoshimoto Yume)

(50795440)

神奈川歯科大学短期大学部・その他部局等・助教

(42713)

研
究
分
担
者

溝部　潤子

(Mizobe Junko)

(40530738)

九州歯科大学・歯学部・特別研修員

(27102)

研
究
分
担
者

関端　麻美

(Sekibata Asami)

(20795463)

神奈川歯科大学短期大学部・その他部局等・助教

(42713)

研
究
分
担
者

飯田　貴俊

(iida Takatoshi)

(20747787)

神奈川歯科大学・大学院歯学研究科・講師

(32703)

研
究
分
担
者

中道　敦子

(Nakamichi Atsuko)

(20567341)

九州歯科大学・歯学部・教授

(27102)

所属研究機関・部局・職
（機関番号）

氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

備考

研
究
分
担
者

棚橋　泰之

(Tanahashi Yasuyuki)

(10560237)

神奈川歯科大学短期大学部・その他部局等・教授

(42713)


